




























































































































テトス』によれば、プロタゴラスは「人間は万物の尺度である（a man is the 

























































　その後、ラートブルフ（Gustav Lambert Radbruch 1878-1949）やケルゼン

























































































































































































































































































































































を解釈することができる（someone who knows the theory can interpret the 

























































































































































































































































































































































































































































は万物の尺度である (a man is the measure of all things)」の解釈であるが、「人間」は伝
統的な解釈では「人類」の意味に解するものが多いが、マクダウェルはそれを「僕や君」といっ
た「個々の人」と捉えている。この把握はテキストの引用した箇所の記述ともマッチしてい
る。彼は、‘I know x what it is’ を ‘ I know x that it is f’ と解し、‘I am a measure of 










































































































































































































































110　オースティン（John Langshaw Austin 1911-1960）は日常言語学派の立役者で、発話行為
の研究で知られている。







disconnect our rationality from our animal being, which is what gives us our foothold 
in nature. (ibid.p.85)’ という発想ではなく、むしろ、彼の主張する、人間の成熟過程におい
て備わる理由の要求に応答できる「陶冶（Bildung）」としての「第二の自然」(ibid. p.84) や
「概念能力」、「自発性」と近親な発想が見られると思われる。マクダウェルは ‘we need to 
see ourselves as animals whose natural being is permeated with rationality(ibid.p.85)’
とも述べている。マクダウェルが「第二の自然」を ‘the way our lives are shaped by 
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